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　農業・農村を取り巻く環境は、改正された「食料・農業・農村基本法」のもと、食料安全保障の
強化が具体的な施策として定着する段階にあります。また、担い手不足や異常気象の常態化、地政
学的な不透明さが続く中、持続可能な農業への転換は喫緊の課題となっています。こうした状況下、
ＪＡグループでは「第30回ＪＡ全国大会決議」の実践２年目を迎え、日本の食を守る「国消国産」
の取り組みをさらに深化させるとともに、めざす姿である「持続可能な農業の実現」「豊かでくら
しやすい地域共生社会の実現」「協同組合としての役割発揮」に向け、取り組んでいます。

１）ＪＡ活動支援事業
　ＪＡグループと連携し、旅行やイベント、大会等を通じた接点（つながり）づくり・組合員と
の関係強化、仲間づくりに取り組みます。
２）リテール事業
　　旺盛な個人需要獲得のため商品企画センターが造成する個人向け全国混載旅行を拡大します。
３）地域共創事業
　地域共創事業では、農業委員会や農事組合、一般企業などのＪＡから広がる市場（ＪＡ周辺市
場）に加え、新たな地域需要（漁協、生協、育成会等）の獲得や、農業・農村体験、食育などを
提案する教育旅行、日本航空との連携によるＪＡＬアライアンス、多種多様な企業体と連携した
公募案件に取り組みます。
４）国際交流事業（インバウンド）
　日本国内各地の魅力ある地域資源である「農」･「食」・「地域文化」に触れる体験を提案し、外
国人旅行者にツアーを通じた日本の農業、地域、食の魅力を発信します。重点市場である欧米豪、
ならびに農泊、農業視察、体験等を目的とする団体旅行の獲得により、増収を図ります。
５）労働力応援事業
　本社事業としての官公庁（公募、交付金案件）をターゲットとする官公庁グループと労働力応
援事業案件をターゲットとする労働力応援グループに加え、全社地域共創事業の舵取り役として、
支店の地域共創事業への取り組み支援やNツアーグループ共同事業に取り組みます。
６）アグリンピア®事業（農福連携事業）
　事業理念「国内農業の発展と共生社会の実現」に向けて、強固な事業基盤をつくるため、リク
ルート・人財確保・ポート設置・企業提案について重点的に取り組みます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社農協観光

表紙の写真：新・農のある風景 〜其の128〜　香り立つリンゴを丁寧に選別（ＪＡつがるにしきた）
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「ゆっくりウォーク〜歩いて巡る旅〜」（1０／14）
　当ＪＡ総務課くらしの活動係は、青森市浅虫地区で
「ＪＡつがる弘前健康寿命100歳プロジェクト『ゆっくり
ウォーク～歩いて巡る旅～』」を開催し、組合員や地域
住民が参加した。
　自然環境を活用し、個人の体力に合わせて無理なく歩
く「クアオルト健康ウォーキング」を体験。参加者から
は「思い切って農作業を休み、参加した。目も心も癒さ
れ、とても良かった」などの声が聞かれた。

ＪＡつがる弘前

リンゴ中生種の規格基準を確認（1０／２）
　当ＪＡりんご課は、管内13 ヶ所でリンゴ中生種「ジョナゴー
ルド」や「シナノスイート」などの規格基準説明会を開催した。
説明会では、参加者がサンプル品を手に取り、着色の度合いや
傷の程度など、山選果時の判断基準について説明を受けた。
　同課の笠井貴宏課長は「ＪＡへ出荷してくれる生産者のため
に、高値で販売できるよう努めたい」と話した。

ＪＡ秋まつり　旬をいち早く来場者へ（1０／２4）
　当ＪＡ本店にて、今年で17回目となる「ＪＡ秋まつ
り」が開催された。毎年恒例の新そばに加え、旬の野
菜や果物、加工品などを販売する店舗20軒が軒を連ね、
1,000人以上の来場者で賑わいを見せた。
　当まつりの人気イベントとなった「大根の収穫体験」
では、受付に行列ができ、あっという間に約500本の
大根が収穫され、今年も大盛況であった。

相馬小学校２年生がフルーツステーションを見学（９／17）
　弘前市立相馬小学校２年生の児童は、当ＪＡ本所にあるフ
ルーツステーションを訪れ、リンゴが保管されている冷蔵庫
や選果ラインなどを見学した。
　当ＪＡ販売課の田村慎平さんが「リンゴを箱詰めする作業
ですが、人と機械どちらが早いでしょう？」と児童らに投げか
けると、自信満々に「機械に決まっている」と答える児童が多
かった。田村さんが、人の手で詰めた方が早いと説明すると
子どもたちは意外な答えに驚く様子を見せていた。
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米初検査　全量１等米（９／２5）
　七戸町にある当ＪＡ天間林営農センターで、2026年
産米の初検査を行った。「まっしぐら」300㌔を検査し、
全量１等米に格付けした。
　当ＪＡの農産物検査員が、被害粒の有無などを確認。
形質は１等標準品で、整粒83％、水分13.8％。高温や
カメムシの影響は少なく、品質は良好だった。
　検査を終え、天間一博組合長は「再生産が可能な価
格を目指して国へ訴えていく。適期収穫をしてＪＡへ
の出荷をお願いしたい」と呼びかけた。

ウェナッチバレー姉妹都市友好親善使節団
ゴボウ日本一の産地で収穫体験（1０／２）

　三沢市と姉妹都市を結
ぶ米国ウェナッチ市と東
ウェナッチ市のウェナッ
チバレー姉妹都市友好親
善使節団は、当ＪＡを訪
れ、三沢市谷地頭にある
ゴボウ畑で収穫体験をし
た。
　当ＪＡ指導課の職員が
ゴボウを収穫する様子を
見せた後、同団員らは
次々と、力いっぱいゴボ
ウを抜いて収穫を楽しん
だ。ゴボウがなかなか抜
けず茎の部分で折れるな
ど苦戦するも、ゴボウを
抜くごとに歓声があが
り、高々に掲げ喜ぶ姿も
見られた。

十和田市立藤坂小学校ネギ収穫作業見学（９／２4）
　十和田市立藤坂小学校の３年生の児童は、収穫最
盛期を迎えた附田和寿さんのネギ圃場で収穫作業を
見学した。
　児童らはネギの栽培について学んだ後、農薬散布
の様子や収穫機を使った掘り取り作業を見学。次々
とネギを掘り取っていく収穫機のスピードに驚きの
声を上げた。
　児童の「ネギに農薬を使うのは、どうしてです
か？」との質問に、附田さんは「おいしいネギを作
るためには土づくりがとても大切。また、虫や病気
からネギを守るため、農薬の適正管理が品質の良い
ネギづくりのポイント」だと話した。

ＪＡ十和田おいらせ
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丸イモ作柄調査（1０ ／ 16）
　当ＪＡ振興野菜専門部は、県三八農林水産事務所職
員、当ＪＡ指導員とともに五戸町の当ＪＡ五戸営農経
済センター（東部）で丸イモ作柄調査を行った。重量
については平年並みであったが、品質や形状が昨年よ
りも良く、Ａ品率が高い結果となった。
　丸イモの有利販売につなげる目的で、管内９ヶ所の
圃場から各５個ずつ、ＪＡ指導員が無作為にサンプル
を採取して重量・等階級を中心に計測を行い、2026年
度の作柄を調査した。
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➡ ➡ ➡

１｜新たな接点づくり

３｜体験から、日頃の「備え」へ

２｜継続的な関係づくりへ

青森に縁のあるＪＡ共済アンバサダーをＪＡまつり
やイベントに派遣。アンバサダーの発信力を活かし、
地域特産物のPRや来場者との交流により、ＪＡを
より身近に感じてもらうきっかけをつくりました。

「青森みんなの防災フェア2026」に協賛し、「ザブトン教授の防災教室」を実施。イス型の地震体験装置「地震
ザブトン」で実際の地震の揺れを体感し、「地震研究ノート」やクイズパネルなどを通じて、家具の固定をは
じめ家庭でできる備えについて考えるきっかけをつくりました。

イベント会場では、組合員・利用者との継続的な情
報の受発信ができる連絡先情報の収集につとめまし
た。イベント終了後も地域の特性に応じたお役立ち
情報などの発信に取組みます。
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